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主 催 

日本青年団協議会、一般財団法人日本青年館 

私たちは、青年たちの「やりたい」が詰まった実践を募集しています。 

全国各地にあるこれらの実践は 

「今を生きる青年たちだけでなく、未来を担う子どもたちにとってもかけがえのない宝である」と 

私たちは確信しています。 

 

全国で活動する青年たちは、日頃の生活のなかで、地元住民との交流や活動などの実践を通じ、

地域を盛り上げる重要な役割を担ってきました。 

これらの貴重な実践は、活動している青年たち自身にとっては当たり前のことであっても、 

周りの地域や青年たちから見れば新しい学びになります。 

こうした学びが結ぶ新たなつながりは、青年団や地域おこしに携わる各地の青年たちにとって、 

新たな実践の発掘や郡市町村を超えた絆が生まれる機会にもなっています。 

 

この度、私たちは様々な地域で展開される特色ある実践を集めることで、 

相互に学び合い、地域での活動や青年たちの生活をより豊かにするため、 

２０２５（令和７）年度全国地域青年実践大賞を開催いたします。 
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青年や青年団体が自主的に取り組む活動実践で、２０２5 年１月から１２月までに完了しているもの、もしくは、２

０２5 年度内に完了予定のものを対象とします。ただし、当該年度内であれば、応募時以前・以降にわたる継続的

な活動や取り組みを推薦してもかまいません。一つの団体から複数応募することも可能です。 

 

 

地域おこしや地域づくり活動や、いわゆる教宣活動「仲間の声や思いを引き出し広めるような活動、自分たち

をＰＲする活動など」に通じる実践。 

 

◇実践例：子どもや高齢者など多世代との交流を交えた実践、 

地域の抱える課題に視点を置いた地域づくりの実践、 

伝統文化や郷土芸能など、地域の芸能を舞台にした実践（芸能保存会事業など）、 

地域からの要請に応える事業（スポーツ大会、文化祭等含む）、 

地域で活躍する他団体と一つの目標に向かって協力し合った事業、コロナ禍における実践、 

機関紙（誌）、ポスター、チラシ、活動時に作成したグッズ、ユニフォーム（Ｔシャツ）、映像、 

ＷｅｂサイトやＳＮＳ、その他 

 

◇過年度表彰実践：昨年度の応募作品のなかから、優れていると審査された表彰をご紹介します。 

（）内は実践された県名を表記しています。 

・高知県青年団協議会（高知県）                    ・岡山県青年団協議会（岡山県） 

 

 

１．対 象（推薦される団体） 

２．応募内容 

↑2024年度「実践大賞」受賞 

高知県の抱える社会問題である技能実習

生・留学生等の“孤立”を青年団の“仲間づ

くり“と掛け合わせて解決に導く取り組み。

つながるきっかけづくりとなった。 

↑2024年度「準実践大賞」受賞 

令和６年能登半島地震で被災した輪島市で

がれき撤去などの災害ボランティア活動を

行い、同じく被災した珠洲市では復興支援

イベントを行った。 
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↑2024年度「全国青年団 OB会奨励賞」受賞 

上平・平・利賀の 3地域が 1つになり、五箇

山を舞台としたヒューマンラヴストーリー

映画の製作を行った。テレビでも放映され、

地域内外で大きな反響を呼ぶ作品となった。 

・高知県青年団協議会（高知県）             ・五箇三村連合青年団（富山県） 

 

 

 

 

 

 

・迫町青年会（宮城県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇参考：より詳細な過去の受賞実践については下記 URL より報告書をご覧ください 

・U R L：  

https://www.dan.or.jp/intro/jissen/2024houkoku.pdf 

・Q R コード ： 右記 

・インターネットで「日本青年団協議会」と検索し、「活動・事業紹介」タブから、「２０２5（令和7）年度全国地域

青年「実践大賞」をご覧ください。過年度報告書が掲載されております。  

↑2024年度「田澤義鋪賞」受賞 

「学びのココロプロジェクト」とは小中高生

を招いて、一緒に勉強やレクリエーションを

する取り組み。「青少年の居場所を作りたい」

という思いから始動した。 

２０２３年度より、 

新たに新設された審査員賞。 

「景観賞」「継続賞」 

「デザイン賞」「ユニーク賞」など… 

受賞実践によって賞名も変化します 

↑2024年度「景観賞」受賞 

地域の景観をよくするために、毎年公民館

から花の苗の提供を受けて定植を行ってい

る。日々の管理に苦労しながらも、11月ま

で無事に花を咲かせた。 

https://www.dan.or.jp/intro/jissen/2024houkoku.pdf
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推薦できる団体（推薦団体）は、原則下記のとおりです。推薦団体は、【４．必要書類】を添えて日本青年団協議

会事務局に期日までに送付してください。 

① 日本青年団協議会または日本青年団協議会に加盟する道府県団 

② 各都道府県教育委員会、各市区町村教育委員会 

※自薦・他薦は問いません。 

※推薦団体にお困りの場合やその他ご不明点は、日本青年団協議会事務局までお問い合わせください。 

（日本青年団協議会 TEL：０３－６４５２－９０２５ 担当：水村） 

 

  

※お手元に提出書類がない方は P.8の公式 webサイトもしくは QRコードをご覧ください。 

① 「推薦書」 

【３．推薦方法・推薦団体】は、推薦書を記入し、推薦される実践のアピールレポートや出品表等の提出書類

をお送りください。 

 

② 「アピールレポート」 

活動の詳細を自由に記述していただく書式、もしく

は活動についての設問のある書式の２種類の書式の

うち、どちらか一つの様式のみご使用ください。 

アピールレポートの様式のうち、＜アピールポイント

＞と記載のページから数えて２枚以内でまとめてくだ

さい。内容はできるだけ具体的に記述するようお願い

いたします。写真や新聞掲載の切り抜きを添付いた

だいても構いません。 

 

③ 「出品表」 

アピールレポートのほかに、作品やチラシ等、制作物がある場合は、出品表にて作品の詳細を明記し、ご提出

ください。 

 

※一つの推薦団体から複数実践を応募される場合は、一括申込書を別途お送りいただきますようお願いいたし

ます。 

３．推薦方法・推薦団体 

４．必要書類 

今年度より、アピールレポートに 

枚数制限を設けます。 

写真や新聞掲載の切り抜き等を含めて 

２枚以内でまとめてください。 

限られた枚数の中で、 

推しポイントを伝えましょう！ 
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＜アピールレポート記入の秘訣＞ 

自分たちの活動を文字に書くことが活動の振り返りもつながります。活動している仲間と議論しながら、思う

存分にアピールを考えてみてください。その中で、次年度以降、さらによい活動にするには、といった話もしてい

きましょう。第三者に向けて、その実践の内容や魅力を文章で伝えることをふまえ、適度な長さで読みやすい文

章作成を意識しましょう。 

○取り組んだ動機、目的、趣旨、ねらいを明らかにしてください。 

○活動の具体的な経過を、団体内の動きと対外的な取り組みの両面から明らかにしてください。 

○その活動によって、携わった仲間たち、参画した地域住民、地域社会にどのような影響や成果を与え 

たかを明らかにしてください。 

○文章が独りよがりになっていないか、読みづらいところはないか、もう一度読み直して、自分で推敲し 

てみましょう。人に伝わる文章をつくるうえでは、声に出して読んでみることも効果的です。 

〇過年度実践大賞で「大賞」を受賞している団体のアピールレポートを参考にしましょう。過年度報告書は日

本青年団協議会Webサイトからご覧になれます。 

 

 

 

 

 

   ２０２６年２月１日（日）必着 

 

 

   応募いただいた実践は、日本青年団協議会役員・有識者で構成する審査会にて、２月に審査を行います。 

 

 

２月中旬ごろに予定している審査会終了後、該当する団体および推薦団体（教育委員会含

む）に直接通知するほか、日本青年団協議会公式Ｗｅｂサイト（https://dan.or.jp/）をはじ

めとする各種 SNS上で公表いたします。 

    ※ＷｅｂサイトＱＲコードは右記 

 

５．締切日 

６．審 査 

７．発 表 

BIG CHANCE!!!!!!! 

審査員が判断する高評価のポイントです 
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【大賞】 

活動に常時または定期的に取り組み、地域に大きく貢献し、集められた実践の中で最も優れた実践に取り組ん

だ団体に授与されます。 

【準大賞】 

実践大賞に次いで優れた実践に取り組んだ団体に授与されます。 

【奨励賞】 

長期間にわたり続けてきた活動を行っている実践や、新たな実践に取り組んだ団体などに授与されます。 

【審査員賞】 

 審査員賞は、応募いただいた実践のなかから、特定の観点において優れているものに授与されます。賞名や副賞

の内容は審査会で決定いたします。 

【特別賞】 

 ・田澤義鋪
よしはる

賞 

一般財団法人日本青年館より、明正選挙運動、地方自治、地域振興などに取り組み優れた成果をおさめた

団体に授与されます。 

・全国青年団ＯＢ会奨励賞 

全国青年団ＯＢ会（青年団ＯＢ・ＯＧの連絡組織）より、全国の青年団にとって励みとなるような組織の強化及

び拡大に顕著な実績をあげた団体に授与されます。 

・後藤文夫賞 

一般財団法人日本青年館より、地域の伝統的な郷土芸能を青年が真剣にその伝承につとめ、青年団として

の取組の中で意欲的である団体に授与されます。全国青年大会で郷土芸能分野に出場した団体を対象としま

す。 

  

８．表 彰 
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すべての受賞団体には賞状が授与されます。また「大賞」「準大賞」「特別賞」には活動奨励金が贈呈されます。 

審査員賞の活動奨励金については、審査員賞の受賞内容や数により額が変わることがあります。 

賞 授与団体 表彰状 活動奨励金 表彰数（最大） 

大賞 日本青年団協議会  〇 ５万円 １ 

準大賞 日本青年団協議会  〇 ２万円 １ 

奨励賞 日本青年団協議会  〇 １万円 ３ 

審
査
員
賞 

審査会内で決定する 日本青年団協議会 〇 審査会内で決定する 

特
別
賞 

田澤義鋪賞 （一財）日本青年館  〇 ５万円 １ 

全国青年団 OB会奨励賞 全国青年団 OB会  〇 ５万円 １ 

後藤文夫賞 （一財）日本青年館 〇 ５万円 １ 

 

 

２０２6（令和 8）年３月２１日（土）に予定している、２０２5（令和

7）年度日青協第 回理事会終了後に実施いたします。また、今年

度は、新たな試みとして、表彰式に併せて大賞、準大賞受賞団体に

は、実践発表をしていただく予定です。詳細については、審査終了

後担当者より表彰者または推薦団体にご連絡いたします。 

 

 

出品表の提出がある応募作品は、審査会終了後から表彰式までの間、日本青年館１階コンコースギャラリース

ペースにて展示いたします。 

 

 

 

 

９．副 賞 

1０．表彰式 

1１．展 示（予 定） 

 

BIG CHANCE!!!!!!! 

全国の仲間に向けて、自分たちの実践を 

自分たちの言葉で発表できるチャンス 
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 一般財団法人日本青年館発行の雑誌「社会教育」に、１号につき１件の受賞実践を掲載してご紹介いたします。

ただし受賞件数によっては、すべての受賞実践を紹介できないこともありますので、あらかじめご承知おきください。 

また、紙面の作成にあたっては、当該受賞団体に追加でお話をお伺いする可能性もございます。 

 

＜雑誌「社会教育」について＞ 

１９４６（昭和２１）年７月、社会教育連合会（当時。のちに財団法人全日本社会教育連合会に改称後、２０１２

（平成２４）年に一般財団法人日本青年館と合併）から、月刊誌「教育と社会」として発刊。のち社会教育法の

制定を期に、社会教育のいっそうの飛躍的展開を図るべく、１９５０（昭和２５）年２月に「社会教育」誌へと改

題。２０２１（令和３）年６月号で創刊９００号を迎えた。社会教育に関する情報発信を行うとともに、不定期刊行

物の編集発行や調査研究を行ってきた。各自治体教育委員会や社会教育関係者、その関係団体などを読者

層の中心として、社会教育のハンドブックとして発行されている。 

 

 

 

 

 

 

 日本青年団協議会 担当：水村（みずむら） 

     〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４－１ 日本青年館５階 

     TEL 03-6452-9025  E－mail soshiki_kyosen@dan.or.jp  

 

以上 

 

 お申込書・提出書類がお手元にない場合は、日本青年団協議会公式Webサイト

（https://www.dan. or.jp/intro/）にアップロードしております。 

募集要項を熟読の上、ご提出いただきますようお願いいたします。 

※ＷｅｂサイトＱＲコードは右記 

1２．雑誌「社会教育」への掲載 

1３．応募・お問合せ先 

お申込書・提出書類がお手元にない方へ 

BIG CHANCE!!!!!!! 

社会教育に携わる多くの関係者に知ってもらえ

るこちらの特典は、入賞者のみが対象です 

 


